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RLモデル ‒ 推定編

• 配布されたコードと豊洲のデータを⽤いて10回パラメータ推定
• ⽅法：setdrl (割引率0.9固定)

• パラメータ：

• Length (リンク⻑さ）

• Return (リターンダミー）

• Lrturn（右左折ダミー）
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パラメータ値 t値

Length -0.090 -0.091

Return -1.0 -5.9**

Lrturn -0.096 -0.096

サンプル数 934

初期尤度 -17877

最終尤度 -12005

尤度⽐ 0.33

修正済み尤度⽐ 0.33

**1%有意



RLモデル ‒ 推定編

• Returnが⽐較してとても⼩さい
→来たリンクをそのまま戻る効⽤が
とても低い
→実⾏動でループすることは極めて少ない

• 他のパラメータセットをやりたかったの
ですが時間を取れませんでした…
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パラメータ値 t値

Length -0.090 -0.091

Return -1.0 -5.9**

Lrturn -0.096 -0.096

サンプル数 934

初期尤度 -17877

最終尤度 -12005

尤度⽐ 0.33

修正済み尤度⽐ 0.33

**1%有意



RLモデル ‒ 配分編

•推定パラメータで昨年の応プロのNWでやってみよう！
→効⽤⾏列Vが収束しませんでした…
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片方向リンクが2400番台くら
いだった気がする…
という微かな記憶を辿って…



RLモデル ‒ 配分編

• リンクを全部双⽅向にすることにより解決
• ⽚⽅向のリンクは、効⽤が-∞になっていたため計算ができませんでした．

応⽤プロジェクトでは，避難所に達したら戻らない設定で⽚⽅向のみにしていて，RLの紹介論⽂もその
ように設定していたと思いますがモデルの書き⽅ですかね．そこを咀嚼するまではできませんでした…
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NW OD

Inputデータ：⼋幡浜市街地

Node: 1074
Link: 1278 * 2
OD: 607種類, 13744ペア

（Dは避難所）

＊可視化しているOはノードだが近接リンクに割り当て



RLモデル ‒ 配分編 6
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• 避難所（D）に近接する
リンクの交通量が多い
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• 避難所（D）に近接する
リンクの交通量が多い

• リンクの代替性

• ⾞幅や⾞線数パラメータを
⼊れてみたい
→嗜好性と，交通量/⾞線のバ
ランス
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今回のもの
リンク⻑-
リターン-
右左折-
割引率

応プロ時
リンク⻑-
標⾼+
出発地+
到着地+
割引率

OD表は同じ（なはず）
混雑しているリンクは違う

色分けは等量間隔です

応プロ＜夏ゼミ
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OD表は同じ（なはず）
混雑しているリンクは違う

色分けは等量間隔です

応プロ＞夏ゼミ
今回のもの
リンク⻑-
リターン-
右左折-
割引率

応プロ時
リンク⻑-
標⾼+
出発地+
到着地+
割引率



EMアルゴリズム ‒ クラス分けなし1

• 効⽤関数
• 市外再建：

定数項b1 + m * 補助⾦ + y * 再建年数 + a1 * 世帯主年齢

• 市内再建：
定数項b2 + m * 補助⾦ + y * 再建年数 + a2 * 世帯主年齢

• 防集：
定数項b3 + m * 補助⾦ + y * 再建年数 + a3 * 世帯主年齢

• 公営住宅：
y * 再建年数 + 1 * 世帯主年齢
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パラメータ値 t値

定数項-市外 0.39 0.78

定数項-市内 1.36 *2.42

定数項-防集 1.88 **4.81

補助⾦ 0.47 **5.95

再建年数 -0.15 **-3.48

世帯主年齢-市外 0.98 **131.49

世帯主年齢-市内 0.97 **112.89

世帯主年齢-防集 0.96 **161.66

世帯主年齢-公営 1 --

サンプル数 994

初期尤度 -35549.00

最終尤度 -1024.97

尤度⽐ 0.97

修正済み尤度⽐ 0.97

**1%有意,*5％有意

意味がない…



EMアルゴリズム ‒ クラス分けなし2

• 効⽤関数
• 市外再建：

定数項b1 + m * 補助⾦ + y * 再建年数 + a1 * 世帯⼈数

• 市内再建：
定数項b2 + m * 補助⾦ + y * 再建年数 + a2 * 世帯⼈数

• 防集：
定数項b3 + m * 補助⾦ + y * 再建年数 + a3 * 世帯⼈数

• 公営住宅：
y * 再建年数 + 1 * 世帯⼈数
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パラメータ値 t値

定数項-市外 -1.94 **-7.26

定数項-市内 -1.52 **-5.57

定数項-防集 -1.77 **-8.16

補助⾦ 0.46 **5.94

再建年数 -0.14 **-3.40

世帯⼈数-市外 1.37 **16.30

世帯⼈数-市内 1.35 **14.10

世帯⼈数-防集 1.35 **19.88

世帯⼈数-公営 1 --

サンプル数 1014

初期尤度 -1854.53

最終尤度 -1057.35

尤度⽐ 0.43

修正済み尤度⽐ 0.43

**1%有意,*5％有意



EMアルゴリズム ‒ クラス分けあり1

• Vij = 定数項ij + mi*補助⾦ + yi＊再建年数 + aij * 世帯⼈数
(i : クラス、j : 選択肢)

• 尤度⽐は上がったがt値は下がった

• クラス2は帰属確率が低く
サンプルが少ないのでｔ値は⼩さい

• ＋クラス1に対するものとして，
変数がうまく効⽤を説明できていない?
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世帯数(class1) 世帯数(class2)

245 0

281 28

231 1

34 193



EMアルゴリズム ‒ 効⽤関数最⼤化

• 効⽤関数，パラメータはクラス分けあり1のものを⽤いた

• 住⺠の期待効⽤を最⼤化する補助⾦政策

• 平等配分は，総額を固定し，
市内外再建・防災集団移転に
世帯あたり同額

• 効⽤は約1％増加
市が過疎化しそう…
現実的には納得し難い
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補助額 (1000万円） 世帯数（平等配分） 世帯数
(class1,2)

市外再建 1.48 192 343(343,0)

市内再建 0 325 266(233,33)

防災集団移転 0 225 175(161,14)

公営住宅 - 272 229(54,175)

期待最大効用（平等配分） 9720

期待最大効用（最適配分） 10663



EMアルゴリズム ‒ クラス分けあり2

• クラス1：
Vj = 定数項1j + m1*補助⾦ + p1＊第⼀次産業従事ダミー

+ aj * 世帯⼈数

• クラス2：
Vj = 定数項2j + y2*再建年数 + p2＊第⼀次産業従事ダミー

+ rj * 部屋数

• 収束もせず，パラメータは回すごとにバラバラでした．．．

14

2021/05/28      プログラミング課題2

一例

class1 class2

パラメータ 定数-市外 定数-市内 定数防集 補助⾦ ⼀次産業
世帯⼈数-
市外

世帯⼈数-
市内

世帯⼈数-
防集 定数-市外 定数-市内 定数防集 年数 ⼀次産業

部屋数-
市外

部屋数-
市内

部屋数-
防集

average -2.84 -1.44 -2.60 0.34 -1.32 -0.67 -0.30 -2.91 -3.51 -3.26 -3.54 -0.17 2.71 -0.07 -0.61 1.47
stdev 4.49 1.74 1.55 0.76 3.69 3.44 2.60 3.11 1.62 3.86 0.70 0.12 4.01 2.81 2.84 2.38


